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〔添付資料〕 
 

１．事業内容の状況 
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[遺伝子破壊マウス作製から表現型解析までの流れ] 

3．系統樹立
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（抗体事業） 
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２．経営方針 

 

（1）会社の 当��-���

（!）会社づy�iGｩZ｠ｘｭh+x.� 
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（5）会社の対処すべき課題 

当社の事業領域でありますバイオ･テクノロジー業界では、遺伝子情報に基,���
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 ③ 内部統制システムの整備及び運用状況について 

当社では、監査役による業務監査、会計監査人による会計監査が厳密に行われております。監査役及び会計監査人は、
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３．経営成績及び財政状態 

 

（1）経営成績 

① 当中間会計期間の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

当中間会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景に設備投資が増加し、個人消費も堅調であるなど、景気

は着実に回復基調にあります。 

医薬品業界においては、政府による健康保険法改正や後発医薬品の使用促進など、医療費抑制策が継続的に行われてい

るため、大手製薬企業は重点分野を定め、新薬開発競争に鎬を削っております。また、新薬開発には莫大な研究開発資金

を要することから、製薬企業は新薬開発の効率化を図るべく、合併・買収などを含めた資本提携を進めております。 

当社が属するバイオ関連業界では、こうした国内外の製薬企業等の新薬開発動向の影響を受け、競争が激しくなる傾向
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（2）財政状態 

① キャッシュ･フローの状況 

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、期首残高に比べ 882,190 千円減少し、1,043,803

千円となりました。なお、前中間会計期間は中間連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており、当中間会計期間よりキ

ャッシュ・フロー計算書を作成しているため、前年同期との比較は行っておりません。 
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前中間会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前事業年度の 

要約貸借対照表 

(平成17年３月31日) 
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(2)中間損益計算書 

  

前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 

(自 平成17年４月１日 

 至 平成17年９月30日) 

前事業年度の 

要約損益計算書 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成17年３月31日) 

区分 
注記 

番号 
金額（千円） 

百分比

（％）
金額（千円） 

百分比

（％）
金額（千円） 

百分比

（％）
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※参考情報 
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 

前中間会計期間 
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 

(自 平成17年４月１日 

 至 平成17年９月30日) 

前事業年度 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成17年３月31日) 

― （固定資産の減損に係る会計基準） 

 当中間会計期間から「固定資産の

減損に係る会計基準」（「固定資産の

減損に係る会計基準の設定に関する

意見書」（企業会計審議会 平成14年

８月９日）
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注記事項 

(中間貸借対照表関係) 

前中間会計期間末 

（平成 16 年９月 30 日） 

当中間会計期間末 

（平成 17 年９月 30 日） 

前事業年度末 

(平成 17 年３月 31 日) 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

219,942千円 

２ 偶発債務 

当社は株式会社パナファー 
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(リース取引関係) 

前中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 

 至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 

（自 平成17年４月１日 

 至 平成17年９月30日) 

前事業年度 

(自 平成16年４月１日 

 至 平成17年３月31日) 

リース物件の所有権が借主に移転
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(有価証券関係) 
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前事業年度末(平成 17 年３月 31 日） 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

※参考情報 

時価評価されていない有価証券の内容 

悠mｩ4垂ﾌﾜ(建 

有�
ﾚ B�8�｠�



 - 32 -

 

(１株当たり情報) 

項目 

前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日

 至 平成16年９月30日)

当中間会計期間 

(自 平成17年４月１日

 至 平成17年９月30日)

前事業年度 

(自 平成16年４月１日

 至 平成17年３月31日)

１株当たり純資産額 19円20銭 24円71銭 24円08銭 

１株当たり中間(当期)純損失 12円17銭  6円56銭 21円74銭 

 

なお、潜在株式調整後

１株当たり中間純利益に

ついては、１株当たり中

間純損失であるため記載

しておりません。 

同左 なお、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益に

ついては、１株当たり当

期純損失であるため記載

しておりません。 

 

(注) １株当たり中間(当期)純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日

 至 平成16年９月30日)

当中間会計期間 

(自 平成17年４月１日

 至 平成17年９月30日)

前事業年度 

(自 平成16年４月１日

 至 平成17年３月31日)

中間(当期)純損失(千円) 727,235 482,058 1,349,730 
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